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大学院設置基準の一部を改正する省令の施行について（通知） 

 

 

 この度，別添１のとおり「大学院設置基準の一部を改正する省令」（令和２年文部科学省

令第 24 号）（以下「改正省令」という。）が令和２年６月 30 日に公布され，同日から施行さ

れることとなりました。 

 今回の改正は，「2040 年を見据えた大学院教育のあるべき姿～社会を先導する人材の育成

に向けた体質改善の方策～（審議まとめ）」（平成 31 年１月 22 日中央教育審議会大学分科

会）,「経済財政運営と改革の基本方針 2019」（令和元年６月 21 日閣議決定）等を踏まえ，

大学院におけるリカレント教育の推進のため,「他大学院の単位互換及び入学前の既修得単

位の認定の柔軟化」及び「入学前の既修得単位等を勘案した在学期間の短縮」を行うもので

す。 

 今回の改正の概要及び留意すべき事項は下記のとおりですので，十分御了知いただき，そ

の運用に当たっては遺漏なきようにお取り計らいください。 

 

記 

 

第１ 改正の概要 

１．他大学院の単位互換及び入学前の既修得単位の認定の柔軟化 

①大学院は，教育上有益と認めるときは，学生が他の大学院において修得した単位

を，15 単位を超えない範囲で当該大学院において修得したものとみなすことができる



こととすること。②大学院は，教育上有益と認めるときは，学生が当該大学院に入学

する前に他の大学院において修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）

を，15 単位を超えない範囲で当該大学院に入学した後，当該大学院において修得した

ものとみなすことができることとすること。 

①及び②で修得したものとみなすことができる単位数は，合わせて 20 単位を超え

ないものとすること。（第 15 条関係） 

 

２．入学前の既修得単位等を勘案した在学期間の短縮 

大学院は，入学前に当該大学院及び他の大学院において修得した単位（入学資格を

有した後，修得したものに限る。）を当該大学院において修得したものとみなす場合で

あって，当該単位の修得により当該大学院の修士課程又は博士課程（前期及び後期の

課程に区分する博士課程における後期の課程を除く。）の教育課程の一部を履修した

と認めるときは，当該単位数，その修得に要した期間その他を勘案して１年を超えな

い範囲で当該大学院が定める期間在学したものとみなすことができることとすること。

ただし，修士課程については，当該課程に少なくとも１年以上在学するものとするこ

と。 

修士課程を修了した者の大学院設置基準第 17 条第１項（同条第２項の規定により

読み替えて適用する場合を含む。この文について同じ。）に規定する博士課程における

在学期間（同条第１項の規定により博士課程における在学期間に含む修士課程におけ

る在学期間を除く。）については適用しないこととすること。（第 18 条関係） 

 

３．その他 

 その他所要の規定の整備を行うこととすること。 

 

第２ 留意事項 

１．他大学院の単位互換及び入学前の既修得単位の認定の柔軟化について 

（１）今回の改正は，累積した学修を評価することにより社会人等のリカレント教育を促

進するため，他大学院の単位互換の範囲及び入学前の既修得単位の認定について，そ

れぞれこれまで 10 単位を超えない範囲であったものを，15 単位を超えない範囲へと

拡充し，両者合わせて 20 単位を超えないこととするものであること。 

 

（２）他大学院の単位互換及び入学前の既修得単位の認定に当たっては，その互換又は認

定しようとする他大学院等の授業科目が当該大学院の教育課程に即したものである

ことが前提であり，大学院の単位やそれに基づく学位の信頼性や通用性を損なうこと

のないよう，内部質保証の体制整備に十分留意する必要があること。また，別添４（令

和元年８月 13 日付け元文科高第 328 号 別添３）も参照すること。 

 

（３）他大学院の単位互換及び入学前の既修得単位の認定により，リカレント教育への対



応のみならず，教育資源の有効活用，教育内容の豊富化，他大学院との連携等の取組

が進むことが期待されること。 

 

 （４）他大学院において履修した１つの授業科目について修得した単位が２単位以上の場

合，これを分割した上で単位を認定することはできないこと。 

 

（５）入学前に他大学院において修了に必要な単位として認定された単位についても，当

該大学院において教育上有益と認めるとき，当該大学院において修得したものとみ

なし，単位として認定できること。 

 

２．入学前の既修得単位等を勘案した在学期間の短縮について 

（１）今回の改正は，累積した学修を評価することにより社会人等のリカレント教育を促

進するため，学部段階や専門職大学院において既に認められている入学前の既修得単

位等を勘案した在学期間の短縮制度を，大学院においても法令上位置づけるものであ

ること。 

 

（２）入学前の単位等を勘案した在学期間の短縮を認定するに当たっては，むやみに在学

期間の短縮を行うのではなく，当該学生の修得した単位の授業科目が当該大学院にお

ける学位授与の方針及び教育課程編成・実施の方針に照らし合わせて体系的であるか

どうか，当該大学院において必要な研究指導に要する期間や当該学生が論文又は特定

課題に努めるに当たり必要な期間を考慮する等，十分に検討を行い判断すること。 

 

（３）修士課程については，入学前の既修得単位等を勘案して１年を超えない範囲で在学

したものとみなすことが可能であること。ただし，この場合においても，１年以上在

学するものとするため，第３条第３項の規定により標準修業年限を１年以上２年未満

とした修士課程や第 16 条ただし書の規定による在学期間を適用する場合は，特に留

意が必要であること。 

 

（４）博士課程（前期及び後期の課程に区分する博士課程における後期の課程を除く。）

については，入学前の既修得単位等を勘案して１年を超えない範囲で在学したものと

みなすことが可能であること。また，第 17 条第１項ただし書の規定による在学期間

を適用する場合と併せて適用することも可能であること。 

 

（５）医学を履修する博士課程，歯学を履修する博士課程，薬学を履修する博士課程（当

該課程に係る研究科の基礎となる学部の修業年限が６年であるものに限る。）又は獣

医学を履修する博士課程については，入学前の既修得単位等を勘案して１年を超えな

い範囲で在学したものとみなすことが可能であること。また，第 44 条ただし書の規

定による在学期間を適用する場合と併せて適用することも可能であること。 



 

（６）修士課程を修了後，博士課程に入学し，第 17 条第１項又は第２項の規定により博

士課程における在学期間に修士課程における在学期間を含む場合，当該博士課程にお

ける在学期間については，本改正の内容は適用しないこと。ただし，この場合におい

ても，当該修士課程における在学期間に本改正の内容は適用できること。 

 

（７）修士課程修了後，例えば異なる分野の博士課程に入学し，第 17 条第１項又は第２

項の規定によらず博士課程における在学期間に修士課程における在学期間を含まな

い場合，入学前の既修得単位等を踏まえた在学期間の短縮は可能であること。 

 

３．今回の改正は，リカレント教育の促進を目的として行ったものであるが，リカレント

教育の実施に当たっては，教育内容の広報の工夫、学修成果の可視化や学修量の明示

等も含めて検討することが期待されること。 
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